
送付団体数 486

回答組織数 309

回答率 63.6%

決めている 249 (80.6%) 決めていない 60 (19.4%)

N= 309

38 (12.3%) 63 (20.4%) 85 (27.5%)

64 (20.7%) 41 (13.3%) 18 (5.8%)

N= 309

138 (44.7%) 163 (52.8%) 246 (79.6%)

190 (61.5%) 45 (14.6%) 53 (17.2%)

39 (12.6%)

N= 309

74 (23.9%) 27 (8.7%) 189 (61.2%)

90 (29.1%) 88 (28.5%) 49 (15.9%)

47 (15.2%)

N= 309

106 (34.3%)

93 (30.1%)

118 (38.2%)

92 (29.8%)

62 (20.1%)

N= 309

  1　　計画を定めている　　　　　　 58 (18.8%) 2　　自治会・町内会で定めている 124 (40.1%) 3　　定めていない 109 (35.3%)

1-6

N= 309

177 (57.3%) 95 (30.7%) 37 (12.0%)

2-3

189 (61.2%) 68 (22.0%)

11 (3.6%) 4 (1.3%)

2 (0.6%)

1　自主防災組織の活動状況等について

　自主防災組織の活動の頻度についてお伺いします。該当する数字を〇で囲んでください。
　（※防災に関する会議等についても活動に含みます。）

　自主防災組織としてどのような活動をしていますか？該当する数字を○で囲んでください。（複数回答可）

3　　年に2～3回程度

6　　自主防災組織を結成していない

2　　年に4～6回程度

5　　ほとんど活動していない

　1　　月1回以上

　4　　年1回程度

　1　　防災資機材整備に関する補助金制度

　2　　防災に関する各種資料の充実（ふじさわ防災ナビなど）

　3　　自主防災組織による防災訓練での市職員による訓練指導（起震車、ロープワーク、防災講話など）

3　訓練等への参加者の伸び悩み2　資金不足

5　年度ごとの引継ぎ 6　どのように活動すればよいか分からない

（高齢化、新規加入者の不足、役員のなり手不足、活動予算　等）

（安否確認訓練、講習会、資機材の点検、近隣自治会・町内会等との会議開催　等）

令和６年度自主防災組織アンケート調査結果集計表

1-4

1-2

　自主防災組織の活動を行う中で、どのような課題を感じますか？該当する数字を○で囲んでください。（複数回答可）

　活動の促進に向けて、どのような取組が特に必要であると感じますか？該当する数字を〇で囲んでください。（複数回答可）

2　　防災訓練の実施（平均：年1回）

5　　防災講話の実施（平均：年1回）

1-3

【一時避難場所】

1-1

　1　会員数の不足

　4　訓練の企画・立案（訓練内容が毎年同じ等）

　7　その他

　1　　会議の開催（平均：年1回）

　4　　防災備蓄資機材等の整備

　7　　その他

3　　地区総合防災訓練への参加

6　　チラシや新聞の作成等（平均：年1回）

別紙参照

3　各地区総合防災訓練について
　　地区総合防災訓練に関するご意見について、該当する数字を○で囲んでください。（複数回答可）

N= 309

　　1　　現状のままで継続してほしい

　　3　　訓練に関する更なる周知が必要

　　5　　その他

2　　訓練実施項目の見直し・追加

4　　参加していないので分からない

（訓練日程、避難施設ごとの訓練、避難訓練　等）

　4　　先進事例の紹介

　5　　その他（意識付け・周知徹底　等）

　1　　活用したことがある 2　　知っているが活用したことはない　

2　自主防災組織への防災資機材等購入時における補助金について

　「藤沢市自主防災組織防災資機材購入等補助金制度」を活用したことはありますか。
※自主防災組織が防災資機材等を購入する際、一定の条件の下、資機材等購入額の最大２分の１に相当する額（千円未満切り捨て）を予算の範囲内で交付しています。

　この制度に関するご意見などがありましたら、ご自由にご記入ください。

3　　制度を知らない

別紙参照

2-1

　（2-1で「1」又は「2」を選択された方にお伺いします。）
　　対象資機材の対象に加えるべき品目がありましたら、ご自由にご記入ください。

2-2

　自主防災組織の活動の促進について、ご意見等がございましたらご自由にご記入ください。

別紙参照

1-5
　自主防災組織として防災に関する計画を定めていますか？該当する数字を〇で囲んでください。



　１　　受領している 250 (80.9%) 59 (19.1%)

2-A 9 (15.3%)

N= 309 2-B 50 (84.7%)

2-C その他 0 (0.0%)

N= 250

165 (66.0%) 85 (34.0%)

N= 174

132 (75.9%)

50 (28.7%)

55 (31.6%)

17 (9.8%) N= 17

12 (70.6%) 1 (5.9%) 4 (23.5%)

　　4-C-a　　人手不足 1 (5.9%)

　　4-C-b　　情報の管理が難しい 2 (11.8%)

　　4-C-c　　その他 1 (5.9%)

※複数回答有

76 (43.7%)

31 (17.8%)

N= 174

90 (51.7%)

84 (48.3%)

N= 309

28 (9.1%) 281 (90.9%)

5　8月29日から9月1日の大雨警報に関する取組について

4-4

5-1

5-2

　　　　　　　　2　　活用していない

　２　　受領していない

（民生委員と連携して対応している。未加入者を含めた支援マップを作成している。等）

（よく分からない。受け取っていない。等）

　1　自治会・町内会・自主防災組織未加入者も含めて取組を行っている

　2　自治会・町内会・自主防災組織加入者のみで取組を行っている

避難行動要支援者に関する独
自の取組を行っているため受領
していない

6　その他、市への防災対策へのご意見などについてご自由にご記入ください。

別紙参照

4-6

【自由記入欄】
本制度に関するご意見等がございましたら、ご自由にご記入ください。

別紙参照

4-5

別紙参照

4-3

（4-1で「1」を選択された方にお伺いします。）
　本市が作成した名簿を、避難行動要支援者の避難支援体制づくりに活用していますか。

（4-1で「2-A」，又は，4-2で「1」を選択された方にお伺いします。）
　本市が作成した名簿を活用した取組や、自治会・町内会、自主防災組織での独自の取組についてお伺いします。
　取組状況について該当する数字を〇で囲んでください。（複数回答可）

（個人情報の問題で取り扱いが難しい。自治会・町内会の役員が毎年交代する。個別訪問する時間がない。等）

4-2

（4-1で「2-A」，又は，4-2で「1」を選択された方にお伺いします。）
　　自治会・町内会や自主防災組織に加入していない要支援者の方を含めた取組についてお伺いします。
　  該当する数字を〇で囲んでください。

（4-1で「2-A」，又は，4-2で「1」を選択された方にお伺いします。）
　本市では、避難行動要支援者の避難支援体制づくりの充実に向けて、取組事例集の作成を検討しています。
　貴組織での要支援者に関する取組についてご紹介いただきたく、どんな小さな取組でも構いませんので、　できるだけ具体的にご記入をお願いします。
　（（例）タオルや旗を使った安否確認訓練の実施。要支援者宅への訪問による顔の見える関係づくり　等）

　4　　要支援者ごとに避難支援者や避難方法、避難経路等を事前に決めている

　　　　4-A　個別支援プラン（※）を作成している  4-B　作成予定　 4-C　作成が難しい

　5　　安否確認等の訓練を実施している

　6　　その他

2024年（令和6年）8月29日から9月1日にかけての大雨警報に伴い、本市では【警戒レベル4】避難指示を発令し、
　洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域の住民に避難を促しました。貴組織で防災活動の取組を行いましたか。

　（5-1で「1」を選択された方にお伺いします。）
　    貴組織での防災活動の取組について、どんな取組でも構いませんので、ご記入をお願いします。
      特に避難行動要支援者の支援に関する取組があれば、ご記入願います。

4　避難行動要支援者に関する取組について

自治会・町内会や自主防災組織で、本市が作成した「避難行動要支援者名簿」を受領していますか。

4-1

その他の理由で受領していない

　1　　活用している

1 行った 2 行っていない

別紙参照

　1　　名簿を共有する範囲を決めている

　2　　自治会・町内会、自主防災組織区域内の要支援者マップを作成している

　3　　要支援者のご自宅へ訪問し、状況の確認を行っている

※避難行動要支援者への聞き取り等をもとに、避難支援者、避難方法、情

報の伝達方法、 必要な支援内容等を盛り込んだ支援プラン。


